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審議会等の会議結果報告書 

【担当課】 文化財課  

会 議 の 名 称 平成 30年度 第 3回文化財審議委員会 

開 催 日 時 平成 31年 2月 20日（水） 13時 30分から 15時 30分 

開 催 場 所 市役所 7階 703会議室 

出 席 者 

文化財審議委員  小池春夫 両角英晴 浦野岳孝 下倉孝繁 西之園

徹 小平正八 会田進 

教育委員会    山田利幸教育長 平出信次生涯学習部長 両角勝元

文化財課長 

 小林健治文化財係長 小林深志主査 

欠 席 者  

公開・非公開の別 公開 ・ 非公開 傍 聴 者 の 数    0  人 

議題及び会議結果 

発言者 協議内容・発言内容（概要） 

小林健治係長 

 

山田利幸教育長 

 

委員長 

 

両角勝元課長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

小林健治係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

係長 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ あいさつ 

 

４ 審議委員会の公開について 

審議会の議事は、「茅野市審議会等の会議の公開に関する要綱」に基づき、

公開が原則となっています。今回の審議会でも非公開情報とすべき案件

がないので、公開としたいがよろしいでしょうか。なお、審議事項の 2に

ついては個人情報に該当すると考えられるため、非公開としたい。また、

議事録の公開は、発言者名は委員の「個人名」でなく「委員」とします。 

 

異議ありません。 

 

５ 審議事項 

①市史跡「干沢城跡主郭」の現状変更について 

茅野市都市計画から主郭に上る遊歩道の整備について現状変更許可申請

が提出されたことについて、資料を用いて説明。 

１高部・安国寺地区歴史環境整備事業について 

①事業方針 

②事業内容 

③主な整備内容 

２事業の経過 

３今後の事業計画 

４干沢城跡に係る工事の内容 

この道は新しく作るのか、現道を整備するのか。 

地元の有志が整備したものが時間の経過とともに崩れてきているので、
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委員 

 

小林健治係長 

 

 

 

委員 

 

両角勝元課長 

委員 

 

小林深志主査 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

職員 

委員 

小林健治係長 

 

委員 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

これを整備し直すものである。 

この「くの字」になっている道は新しく開けるのか、それとも前からあ

ったものか。 

もともと地元の有志の人が、整備してあったものです。それが時間の経

過と共に崩れたりして、先ほど写真で見ていただいた写真のように歩き

にくい状況になってきている。今回平面を掘削あるいは盛土して歩きや

すくするものです。 

下にもう一本道があるが、A の下に道がついているが、この道はあった

が、今回の計画の道は気が付かなかった。 

前回一緒に歩いた道が赤線で示したものです。 

これは道だと分かったが、直の道があるのに、地元の皆さんは、別の道

を整備するということか。 

聞いたところによると、お年寄りが多いので、階段の道があるが、これ

がきついので、なるい道を整備したいとのことです。 

現地を見て感じたことは、あれだけの形を残しているのだから、削って

新しい道を作るのは景観がよろしくなくなるということと、急な道では

あるけれども、今ある道を改修した方がいいという意見を述べたが、地

元の意向としては、斜面の道の整備ということですね。個人的な考えは

そういうことです。 

せっかくあれだけの景観を残しているのだから、新しい道をつけるのは

いかがなものか、この考えは変わらない。 

できることなら右側にちゃんと道があるのだから、これに階段でもつけ

て階段をしっかりつけて上る方がいいのではないかと思うが、地元の人

が新しい道をというなら、あえて反対はしない。 

たまたま地元の地区で、この事業に関わっているものですから、委員と

一緒に見に行った。その状況を言ってください。 

みんなで一度見て意思統一すればいいと思うが、個人的には現在ある道

を若干手直しすればいいと思った。それと A地点で折り返すが、古い道、

遊歩道の痕跡が見当たらないと思った。新たな道を作るのはどうかとの

感想を持った。 

写真を見るとステップがあるように見える。杭は打ってあるが、階段に

はなっていないように見える。 

階段にはなっていなかったと思う。 

A地点というのは意味があるのか。 

特にない。単にここで屈曲しているだけで、わかりやすいかと思って手

書きで示しました。 

写真で見ると分かりづらいが、そこを地元の「ふるさとの会」で杭を打

って木を渡して土留めをして整備してある。 

8Pの史跡干沢城の字の沢と城の字の上のところに人が通ったような道が

あって、急な道ですが、杭を打って遊歩道になっているが、それが壊れ

かけている状況です。 

ちゃんと杭があったのですね。気が付かなかったけれど。ちゃんと道に

なっていますね。そこを改修した方がいいと伝えてもらったのですが、

どうも難しいようなので、仕方ないですかね。 
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委員 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

 

小林健治係長 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

係長 

委員 

 

委員 

 

 

 

小林健治係長 

 

委員 

 

 

小林健治係長 

委員 

 

小林健治係長 

 

 

 

高い場所や、配水池から見ると、ちょうど目の前に主郭などが見える。

その時にない道が新しく見えるのは、本当はよろしくない。だから今あ

る道の方を使って新たな道はちょうど消えかかっているのだからそのま

ま消してしまったらというのが私の意見です。 

地元の希望と、活用されなければいけないから道はあった方がいいし、

お年寄りも上がれるということなので、やむを得ないと思います。 

これについては、地域の人たちと市と話し合っているわけで、実際この

道を委員会に提示してない。 

さっき言ったように高齢者の方がより緩やかな道で行けるのは、いいこ

とだ。 

これだけの狭い範囲に 3 本の道を作るのがいいのか。一番下の道を有効

活用するのがいい。 

これは二の丸に行く道、ここからだとまた急な道になる。 

できるだけ壊さないようにということは付け加えたい。 

岡谷の宮坂武男先生と懇意としているが、下手に道を作ったりいろいろ

なものをつけないようにしろよと言われている。道もできるだけ崩さな

いようにやれよというような話も聞いています。 

今、先生がおっしゃったように、現状の道が少し歩きにくくなっている

ので、歩きやすくする程度の工事で、あまり広くしないようにと申し入

れをしなくても、もともとの計画がそんなに大きく道幅を広げる内容で

はないはずです。 

赤線を見ると 10㎝くらいのもので、山から崩れた部分の土を動かす程度

ではないか。自然に崩れたものを谷側に移す程度の工事であるので、そ

んなに難しく考えなくてもいいように思う。 

杭を打ったりするのか。 

それは聞いていません。しないと思います。 

地元の話の中でこの提案が出てきたのでしょう。山側は杭を打っていな

いのではないか。 

図面を見ると、下側に杭を打って、危なくないように考えているようだ。 

（断面の Cがこの場所にあたるが、）杭を打つようにはなっていない。 

Aと Bについては杭を設置するように書いてあるが、Cについては特に杭

の設置は書かれていない。 

Aと Bについては、史跡の範囲外なので、現状変更の許可を必要とする場

所ではありません。 

P5の下から 5行目に「現在ある遊歩道約 60mの、崩れている箇所を切土

または盛土して修復しながら歩行面を整地することで、遊歩道を歩きや

すいように整備します。」とあるが。 

私どももそのように説明を受けています。 

それでは真っ直ぐ上がる道は廃道にしてもらって、きちんと景観を復元

していただくということでどうですか。 

その辺はこちらの文化財審議委員会から提言された内容ということで伝

えますが、地元の意向もあるかと思います。それを許可するための条件

にすることはできないかとは思います。そうしたご意見をいただいたと

いうことで、伝えたいと思います。 
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委員 

小林健治係長 

 

 

委員 

 

小林健治係長 
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両角勝元課長 

 

 

 

 

 

小林健治係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

許可の条件にはできないのか。 

地元の意向もあるでしょうから、これをしなければ許可しないというわ

けにはいかないと思います。現時点では、これを条件にすることはでき

ないと思います。 

この事業計画は、都市計画課だけで検討したものなのか。地元と共に話

を進めているのか。 

この高部・安国寺地区歴史環境整備事業を進めるにあたって、当然地元

と所有者の意向を確認し、計画を作らなければ事業が進まない。遊歩道

について、どこまで地元と話が進められたかは、確認してないはいない

ですけれども、全体の事業計画について、地元と意見交換しながら検討

されていることは間違いありません。 

現状変更は、現道がかなり崩れているので、そこを歩けるようにする程

度がいいと思う。できるだけ切り土は少なくするということで現状変更

をお認めいただくということでよろしいでしょうか。 

私が別の方の委員長になっていますので、そこのところはよく話をして

おきたいと思います。 

 

②神長官守矢邸について 

平成 30 年 6 月 18 日に信濃建築士研究室の吉澤政己先生に調査を行って

もらった。添付の資料はその報告書。資料説明。 

個人情報が含まれるため、非公開。 

審議終了 

 

６ 報告事項 

① 「下菅沢の祖霊桜」天然記念物指定について 

 平成 30 年 9 月 20 日開催の第 2 回文化財審議委員会にて答申していた

だいた「下菅沢の祖霊桜」の茅野地天然記念物指定が適当との答申内容

を、平成 30年 10月 24日開催の教育員会に付議し、当日、茅野市文化財

指定が決定しましたので報告いたします。 

②平成 30年度 文化財事業報告 

 特記事項 

 1 日本遺産認定「星降る中部高地の縄文世界」 平成 30年 5月 24日

認定 

 2 長野県宝指定「信州の特色ある縄文土器」 平成 30年 9月 27日指

定(茅野市分点数 47点) 

 3 茅野市天然記念物指定「下菅沢の祖霊桜」 平成 30 年 10 月 24 日

指定 

1 文化財保護事業 

 県文化財パトロール 

 県天然記念物ミヤマシロチョウ等保護管理 

 文化財防火デー 

2 文化財普及事業 

第 23回縄文文化講座 

 茅野市 5000年 尖石縄文まつり 2018 
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小林深志主査 

 

 

小林健治係長 

 

 

 

 

 

 

 

小林深志主査 

 

 

 

 

 

 

 

平出信次部長 

副委員長 

 縄文検定 上級 中級 初級 

3 文化財補助事業 

 市史跡「御小屋之久保遺跡・栃窪岩陰遺跡」 

 市天然記念物「傘松」 

 市天然記念物「大文字・亀石周辺のカタクリの群生」 

 市天然記念物「笹原のシダレザクラ」 

 市有形文化財「七社神明社本殿」 

4 文化財の指定件数 

 平成 31年 2月 1日現在 104件 

 県宝の追加 1件、天然記念物の追加 1件 

5 修繕・工事 

 中ッ原縄文公園ジオラマ修繕 

 国史跡「高島藩主諏訪家墓所」標柱設置工事 

 国史跡「上之段遺跡」説明板設置工事 

 市天然記念物「中道の神明宮のサワラ」説明板設置工事 

 市史跡「樋沢古墳」説明板設置工事 

6-1 埋蔵文化財の試掘範囲確認調査 5件 

6-2 市内個人住宅等関連発掘調査  1件 

6-3 市内緊急受託発掘調査     1件 

7 史跡の管理・中ッ原縄文公園管理 

 国史跡駒形遺跡草刈管理作業委託 

 国史跡上之段遺跡管理作業委託 

 国史跡上之段遺跡草刈作業委託 

 市史跡王経塚古墳・永明寺山古墳・中ッ原縄文公園草刈管理 

 中ッ原縄文公園トイレ清掃業務委託 

 中ッ原縄文公園花壇植栽管理委託 

 中ッ原縄文公園湖東小学校植栽活動 

8 報告書(書籍)作成 

『市内遺跡 12』 

『ツキノ木遺跡』 

『辻屋遺跡』 

③前宮遺跡の調査について 

 擁壁工事及び交流センター建設に伴う試掘調査 

 調査期間 平成 30年 12月 4日～6日 

 遺構が検出され、来年度発掘調査を実施予定 

④文化財審議委員の任期満了について 

７ 閉会 

 

 


